
ＨＰＶワクチンについて知ろう 

★ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）とは？ 

子宮けいがんの原因と考えられており、日本では毎年 1.1万人の人

が“子宮けいがん”にかかり、その内 1､000人が子宮を失い、毎年 2，

900人の女性が亡くなっています。 

★ＨＰＶワクチンの接種の効果は？ 

子宮がんの原因となるウイルスの 50～70％を防ぐことができ、子

宮頸がんの予防効果が期待されています。先進諸国では、女子の約８

割がワクチンを受けています。 

★正しい知識を持って、接種について話し合おう 

小学６年生～高校１年生の女子は、公費でワクチン接種をすること

ができます。高校２･３年生の人で機会を逃した人も、令和７年度まで、

公費で接種することができます。全てのワクチンには効果とリスクが

あるため、ＨＰＶワクチンについての正しい知識を持ち、お家の人とワ

クチン接種について一度話し合ってみましょう。詳しくはこちらを検索 

～女子生徒のみなさんへ～ 

 “生理の貧困”を抱える人のために、

現在トイレに生理用品を設置していま

す。しかし、最近その趣旨とは異なった利

用をしている人が増えています。突然の

生理で、困った時に利用してもらっても

構いませんが、本当に困っている人のた

めに、利用した分は返却するようご協力

お願いします。 
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 新型コロナの第 7波のピークは越えたものの、感染者は高止まりしている状況の中、これから

様々な感染症が流行する季節を迎えます。毎年、冬場に流行するインフルエンザは重症化するこ

ともあり注意が必要となります。特に受験生のみなさんは、早めの対策をしておきましょう。 

『なぜ、同時流行する 

と言われているのかな？」 

●オーストラリアの動向 

 南半球で先に冬を迎えるオーストラリア

での流行状況は、日本の流行を予測する１

つの指標となっています。今年の冬、オー

ストラリアではインフルエンザとコロナが同

時流行したため、日本でも流行する可能性

が高いと言われています。 

 

●人流の増加 

 水際対策の緩和により、世界で流行し始

めているインフルエンザが国内に持ち込ま

れる可能性が高くなっています。   

 

●抵抗力の低下 

 この２年間、インフルエンザの流行がなか

ったことにより、私たちの身体のインフル

エンザへの抵抗力が低下しており、流行し

やすい状況があります。コロナの流行に加

え、よく似た症状であるインフルエンザの

同時流行が起こることによる、医療への逼

迫が懸念されています。それぞれの特徴を

知り、コロナ対策と同時にインフルエンザ

への対策も併せて行う必要があります。 

●同時流行に備えるために  

 対策の１つとして、厚労省は過去最多のイン

フルエンザワクチンを準備していますが、流行

期には不足する可能性もあるため、重症化し

やすい高齢者や小児への早めの接種を呼びか

けています。 

 インフルエンザワクチンは接種してから効果

が現れるまで２～４週間かかるため、11 月か

ら始まる流行期より前に接種して 

おくと良いでしょう。コロナワクチン 

との同時接種も可能です。 

 ワクチンを接種することにより、免疫力を高

め、感染した際の重症化を防ぎ、症状を軽症化

することができます。 

                      

 近年、子どもの視力低下の増加が大きな健康課題と

なっています。その要因の 1 つが、スマホやＰＣ等の長

時間視聴です。本校の視聴時間の状況を見てみると、

休日３時間以上視聴をしている生徒が前期１６％、後期

になると 67.4％にも上ります。 

 スマホやＰＣ等の視聴の際は、時間を決め、視力低下

を予防するための行動を心がけましょう。 

 また、視力検査で視力の低下が見られた人は、早めに

眼科を受診しましょう。  


